
 ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

> 

>           草刈り寮歌祭のご案内 

> 

>         ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

> 

>                                               恵迪寮同窓会東日本支部 

>                              支部長 坂倉 雅夫 

> 

> 

> 

> 盛夏の候 北大東京同窓会・恵迪寮同窓会の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び

申し上げます。 

> 

> さて、標記「草刈り寮歌祭」を下記要領で開催いたしますので、 

> 

>万障お繰り合わせの上、ご参加賜りますようご案内申し上げます。 

> 

>                           

アベノミックス効果の有った方、無かった年金生活者の方 旧盆に海外にも行けず、帰るところの

無い方、スカイツリーは高価で混んでいるし。 

昭和の象徴東京タワーはまだまだ役割は終わっておりません。 

草刈りに牧草鎌は持ち込み禁止ですが、元気の余っている方は 

寮歌祭終了後登頂に挑戦でもしてください。 

 津軽海峡を連絡船で渡り、札幌の母校へ馳せ参じた方は、公益財団法人 東日本鉄道文化財

団（URL：http://www.ejrcf.or.jp）の企画展に東日本支部のお宝の懐かしの「津軽丸二世」が展示され

ていますので、ご覧あれ。寮に越冬された方、船上で寮歌「津軽の海」や「津軽の滄海の」を高唱

された方、青春に戻り♪♪雄大き想ひを北斗に馳せてみては如何でしょうか？♪♪  

（フロンティアＮＯ４１掲載：ご存知の事とは思いますが。1992年 11月 15日、北海道大学東京同窓

会は創立五十周年を記念して「開拓使仮学校跡」石碑を東京都港区芝公園 3-2 に建立された。 

その先輩の意気に感じて毎年８月１４日前後に石碑周りの除草・清掃を実施しているグループが

有ります。） 

敬具 

  

http://www.ejrcf.or.jp/


 

  

 

 

 

 

 明治2年（1869）に設置された開拓使は、開拓次官黒田清隆（1840〜1900）を中心に北海

道開拓の専門技術者養成を目的とする学校の設置を計画したが、建設間もない札幌は十分に

基盤が整っていなかったため、明治5年（1872）4月15日（陰暦）、東京芝の増上寺本坊に開

拓使仮学校を開校した。 

 

 120年後の平成4年（1992）、北海道

大学東京同窓会は創立50周年を記念

して、帝都東京芝公園内の北東の一角

（港区芝公園3-2）に「開拓使仮学校

跡」石碑を建立し、11月15日に除幕式

をおこなった。 

 

  

  

 

 

それから二十幾星霜、今年もやろう、「草刈り寮歌祭」！ 

恵迪寮同窓会東日本支部長 坂倉 雅夫（昭和４４年入寮） 

 

一、日 時  ：平成26年８月１７日（日）１０：００から 

一、場 所  ：芝公園「開拓使仮学校跡地」石碑前に集合 

一、その他 ：草刈り鎌、軍手、可燃ごみ袋、タオル、帽子等の  

 準備をして来て下さい。 

 問合先 ： 〒176-0021 東京都練馬区貫井 4－47－42 

幹事長 関口 光雄 （昭和 39 年入寮） 

E-mail：jubesannchinoko@ybb.ne.jp  Fax 03－3926－0080 
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2014.06.25 

「にほんのうたと鉄道展 」 

       会期：8／5日(火)～11／24(月・祝)  於：旧新橋停車場 鉄道歴史展示室 

 

【主旨】 
『鉄道唱歌』は、「汽笛一声新橋を…」とはじまり、地理教育のために1900(明治33)年につ

くられた。 

鉄道省の時代には旅客誘致、積極的なPR手段としてポスターなどとともに鉄道の歌がつくら

れていき、昭和に入ると特急列車が登場し、愛称もつけられ「富士」「桜」「燕」など旅行ブ

ームに乗って人気を博した。 

そして敗戦。戦後の昭和20年代半ばに生まれた三木鶏郎作の冗談鉄道唱歌「僕は特急の機関

士で」では、ガラリと雰囲気が一変する。戦後の解放感あふれる歌で、弾けるようなリズムと

歌詞で大評判を得た。 

その頃から、社会は高度経済成長期へと疾走しはじめ、世界を驚かせた東海道新幹線が開業、

旅にまつわる歌も多種多様になっていった。中でも本州と北海道を結ぶ“青函連絡船”、北へ

向かう歌には特別な情緒が感じられると思う。 

本展では“うた”と“鉄道”を通して1900年～1970年代頃の日本を眺めていただきたい。 

 

 

【展示楽曲 案】 

① 唱歌編  

○「鉄道唱歌」1900(明治33)年 作詞大和田建樹  作曲多梅稚
おおのうめわか

 

  ○「新鉄道唱歌」1929(昭和4)年鉄道省編 

○「鉄道精神の歌 －轟け鉄輪－」作詞北原白秋 作曲山田耕作 

○「新鉄道唱歌」日本放送協会発行 1937(昭和12)年 作曲堀内敬三 

○「リンゴのひとりごと」1940(昭和15) 作詞 武内俊子 作曲 河村光陽  

 <リンゴ列車> 

 

②  歌謡曲編  

○「旅の夜風」1938(昭和13) 映画「愛染かつら」主題歌)       

  ・「夜のプラットホーム」1947(昭和22)年、14年作 作詞奥野椰子夫 作曲服部良一  

                                〈戦前の新橋駅〉 

○「僕は特急の機関士で」1951(昭和26)年 作詞作曲 三木鶏郎 

○「高原列車は行く」1954(昭和 29) 作詞丘灯至夫 作曲古関裕而 〈沼尻鉱山・軽便鉄道〉 

○「修学旅行」1963(昭和38) 丘灯至夫 遠藤実  

○「あゝ上野駅」1964(昭和39) 作詞関口義明 作曲荒井英一     <集団就職列車> 

○「はしれ超特急」1967(昭和42)年 作詞山中恒 作曲湯浅譲二    <新幹線> 

○『にほんのうたシリーズ』1966-69(昭和41－44) 作詞永 六輔 作曲いずみたく 

「終電車のブルース」(埼玉)、「いい湯だな」(群馬)、「女ひとり」(京都)、 

「フェニックス・ハネムーン」(宮崎)、「東京のせがれ」(新潟)     

                                 

◎「津軽海峡冬景色」1977(昭和52) 作詞阿久 悠 作曲三木たかし   <青函連絡船>  




